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駅
尊
按

最
先
端
動
向
を
解
説

日
本
ア
イ

・
ビ
ー

・
エ
ム

（橋
本
孝
之
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
東
京

・
中
央
区
の
同
社
本
社
事
業
所
で

「ア
ド
バ
ン
ス
ト

・
ウ

ォ
ー
タ
ー

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
１
０
０
人
を
超
え
る
聴
講
者
が
集
ま

っ
た
。
当
日
は
、
日
本
国
内
の
水

の
課
題
と
そ
の
解
決
策
、
世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
に
つ
い
て
識
者
が
講
演
し
た
。
ま
た
、
自
治
体

・
企
業
に
お
け
る
水
事
業

を
支
え
る
た
め
、
同
社
が
世
界
で
展
開
し
て
い
る
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
複
数
の
担
当
者
が
国
内
外
の
例
を
あ
げ
つ
つ

紹
介
し
た
。

初
め
に
、
同
社
の
岩
野
和
生

執
行
役
員
未
来
価
値
創
造
事
業

担
当
が
あ
い
さ
つ
。

「最
近
の

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
関
連
技
術
の

進
歩
は
、
従
前
の
多
く
の
予
想

を
超
え
る
凄
ま
じ
い
速
度
で
進

ん
で
お
り
、
今
後
、
物
理
的
イ

ン
フ
ラ
と
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ

の
融
合
に
よ
り
新
た
な
パ
ワ
ー

が
生
ま
れ
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
力
と
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
す
形
て
、

当
社
て
は
近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
環
境

へ
の
取
り
組
み
を
加
速

し
て
い
る
。
本
国
は
実
に
多
く

の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
い

た
。
本
国
の
機
会
が
、
皆
さ
ま

方
の
間
、
ま
た
皆
さ
ま
と
わ
れ

わ
れ
と
の
協
業
の
機
会
と
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
同
社
の
菊
山
薫
子

グ
リ
ー
ン

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
業
推
進

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
政

策
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

「世
界
の

水
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
概

要
」
と
題
し
、
世
界
て
水
ビ
ジ

ネ
ス
に
関
わ

っ
て
き
た
経
緯
を

紹
介
。

「従
来
、
環
境
分
野
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
活
用
は
珍
し
か

っ
た
。
し
か
し
、
非
効
率
な
仕

事
の
量
も
多
く
、
実
は
Ｉ
Ｔ
に

よ
る
効
率
化
は
か
な
り
望
ま
れ

て
い
た
。
当
社
は
、
昨
年
度
か

ら

『
ス
マ
ー
ト
・ウ
ォ
ー
タ
ー
』

と
い
う
名
称
て
、
環
境
分
野
の

中
で
も
特
に
水
に
特
化
し
た
ソ

リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
国
内
で
提
供

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
画
的
デ

ー
タ
を
収
集
し
、
全
体
最
適
化

と
リ
ス
ク
管
理
を
実
現
す
る
も

の
。
予
測
を
可
能
に
す
る
資
産

管
理
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
決

定
の
迅
速
化
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
て
き
る
」
と
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
２
人
の
来
賓
が
講

演
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー

タ

。
ジ
ャ
パ
ン
の
吉
村
和
就
代

表
は
、

「日
本
の
水
の
課
題
、

世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
展
望
」

と
題
し
、
日
本
の
水
事
業
の
特

性
と
海
外
市
場
挑
戦
の
観
点
か

ら
講
演
。

「日
本
の
７
大
商
社

の
う
ち
、
す
て
に
５
社
が
水
ビ

ジ
ネ
ス
を
実
行
し
て
い
る
。
世

界
的
に
見
る
と
、
特
に
ア
ジ
ア

地
域
の
投
資
額
が
頭
著
。
シ
ン

ガ
ボ
ー
ル
の
公
益
事
業
庁

（
Ｐ

Ｕ
Ｂ
）
の
国
外
技
術
所
有
者

ヘ

の
優
遇
策
も
群
を
抜
い
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国

本
は
国
内
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
で

の
ノ
ゥ

ハ
ウ
構
築
、
相
手
国
特

有
の
エ
ー
ズ
の
把
握
、
国
内
技

術
情
報
の
英
文
発
信
が
必
要
て

は
な
い
か
」
と
指
摘
し
た
。

北
九
州
市
の
梅
本
和
秀
企
画

文
化
局
長
は
、

「自
治
体
の
先

進
的
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、

同
市
の
ほ
か
、
国
、
業
界
を
巻

き
込
ん
だ
水
資
源
管
理
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
紹
介
。
梅
本
局
長
は
、

「ひ
ど
い
大
気

・
水
質
汚
染
か

ら
数
十
年
で
立
ち
直

っ
た
本
市

に
は
、

『
Ｃ
Ｐ

（
ク
リ
ー
ナ
ー

・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
技
術
』

の
蓄
積
が
あ
り
、
国
連
か
ら
も

表
彰
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
水

関
連
技
術
は
、
本
市
の
成
長
戦

略
の
柱
と
も
な

っ
て
い
る
」
と

話
し
、
具
体
的
に
は
、

「八
幡

東
田
地
区
て
は
、
住
民
協
同
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
築
に
よ
り
、
Ｃ

０
２
の
５０
％
削
減
を
目
指
す
。
そ

の
中
核
の

一
つ
が

『
地
域
節
電

所
』
て
、
こ
れ
は
需
要
家
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
動
機
付
け
を
行

う
も
の
」
と
説
明
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
同
市
の
水
辺
を

一
種

の
環
境
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
、

続
け
て

「環
黄
海
」
で
関
係
の

深
い
韓
国
、
中
国
の
各
都
市

ヘ

の
技
術
の
売
り
込
み
を
図

っ
て

い
く
と
い
う
。

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
中
心
を
担

う
の
が
、
同
市
に
設
置
さ
れ
た

「ウ
オ
ー
タ
ー
プ
ラ
ザ
」
。
こ

こ
で
は
、
同
市
お
よ
び
新
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
、
民
間
２

社

（東
レ
、
日
立
プ
ラ
ン
ト
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
が
中
心
と
な

っ

た
体
制
に
よ
り
、
水
に
関
わ
る

一
連
の
事
業
運
営
を
試
行
し
、

海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

一
つ

の
モ
デ
ル
を
実
証
し
て
い
く
と

い
う
。

そ
の
後
、
来
国
し
た
Ｉ
Ｂ
Ｍ

国
際
水
ビ
ジ
ネ
ス
責
任
者
で
あ

る
シ
ャ
ロ
ー
ン

・
ヌ
ー
ン
副
社

長
が
、
中
国
や
中
東
を
中
心
に

馴
十
静

吉 村 代 表

世
界
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
を

紹
介
。
ま
た
、
日
本
ア
イ

・
ビ

ー

・
エ
ム
か
ら
も
複
数
の
担
当

者
が
水
事
業
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
説
明
し
、
活
発
な
質

疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

想 定 を超 えた 聴 衆 で 埋 ま つた会 場

岩 野 執 行 役 員


